
　

２
年
前
の
２
０
１
９
年
１
月
30
日
、
日
本
国
際
博

覧
会
協
会
会
長
に
就
任
し
た
中
西
宏
明
経
団
連
会
長

は
記
者
会
見
で
「
大
阪
・
関
西
で
万
博
を
開
催
す
る
。

こ
れ
を
成
功
さ
せ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に

し
た
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
大
阪
・
関
西
万
博
も
開
催
ま
で
あ
と
４
年
。

準
備
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
７
月
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
選
任
し
、

８
月
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
選
定
し
た
。
９
月
に
は
、
政

府
に
お
い
て
、
菅
義
偉
首
相
を
本
部
長
と
す
る
「
国

際
博
覧
会
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
井
上
信
治
万

博
担
当
大
臣
が
就
任
し
た
。
同
年
12
月
１
日
の
Ｂ
Ｉ

Ｅ（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）総
会
で
は
、
登
録
申
請
が

承
認
さ
れ
、
直
ち
に
各
国
へ
の
参
加
招
請
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
し
て
、
年
末
に
は
、「
基
本
方
針
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
博
覧
会
協
会
は
「
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
。
万
博
と
い
う
大
き
な
国
家
事
業
を
推
進

す
る
「
基
礎
・
枠
組
み
」
が
出
来
上
が
り
、
万
博
の

準
備
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
は
、
こ
の
基
礎
・
枠
組
み
の
う
え
に

「
各
国
の
参
加
」
と
「
企
業
の
参
加
」
に
取
り
組
み
、

「
具
体
的
な
万
博
の
す
が
た
・
カ
タ
チ
」
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
。

「
い
の
ち
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た 

万
博
の
意
義

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、「
未
来
社
会
の
実
験

場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
２
０
２
５
年
４
月
13

日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
、
大
阪
湾
に
浮
か
ぶ
人
工
島

の
夢
洲
で
開
催
す
る
。
１
５
０
カ
国
と
25
の
国
際
機

関
の
参
加
を
目
指
し
て
お
り
、
半
年
間
で
国
内
外
か

ら
約
２
８
０
０
万
人
が
来
場
し
、
未
来
社
会
を
「
共

創
」
す
る
壮
大
な
実
験
の
ま
ち
と
な
る
計
画
だ
。

「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
と
し
て
、
新
た
な
技
術
の

実
験
・
実
証
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
と
同

時
に
、
最
先
端
技
術
に
偏
重
す
る
こ
と
な
く
、「
い

の
ち
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
。

　

な
ぜ
、「
こ
の
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
万
博
な
の
か
」

と
思
わ
れ
る
方
も
大
勢
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
我
々
は
、
コ
ロ
ナ
に
直
面
し
た
こ
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
万
博
を

開
催
す
る
意
義
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
世
界
が
分
断
さ
れ
、
争
い
や
格

差
が
顕
在
化
す
る
中
、
我
々
は
多
様
性
を
尊
重
し
、

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
事
務
総
長

石いしげ
毛
博ひろゆ

き行

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
て

「
い
の
ち
」に
つ
い
て
考
え
、

「
未
来
社
会（Society 5.0

）」を
共
創
す
る
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特集 地方の経済・社会の活性化

分
断
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
つ
な
が
り
」
を
重
視
す

る
デ
ザ
イ
ン
が
大
事
だ
。
こ
の
大
屋
根
に
上
が
れ
ば
、

空
と
つ
な
が
り
、
海
を
望
む
こ
と
も
出
来
る
。
西
方

に
沈
む
夕
日
を
見
る
。
は
る
か
昔
、
遣
唐
使
が
た
ど

っ
た
路
を
思
い
起
こ
す
。「
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、

ひ
と
つ
」
と
い
う
考
え
を
象
徴
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
。

Society 5.0

を
実
現
す
る 

未
来
社
会
の
実
験
場

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
の
万
博

を
従
来
型
の
「
展
示
会
」
で
は
な
く
、
よ
り
実
践
的

な
「
行
動
の
場
」
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
万
博
で
行
う
様
々
な
事
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

体
現
す
る
事
業
の
１
つ
が
「
未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
事
業
」
で
あ
る
。
万
博
会
場
全
体
を
未
来
社
会
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
見
立
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
デ
ジ
タ
ル
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
様
々
な
分
野

に
お
け
る
先
端
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を
、
会
場
、
展
示
、

催
事
等
に
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

Society 5.0

の
一
端
を
実
現
す
る
。

　

万
博
と
言
え
ば
、「
混
雑
」
を
連
想
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
確
か
に
、
２
８
０
０
万
人
の
来
場
を
考
え

る
と
会
場
は
広
く
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
快
適
な
万

博
を
準
備
出
来
る
か
は
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
ど
う

使
う
か
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
石
川
勝
会
場
運

営
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
愛
・
地
球
博
の
経
験
を
踏

ま
え
て
「
快
適
な
万
博
」
を
目
指
し
て
、
未
来
社
会

の
実
験
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

そ
の
方
針
に
つ
い
て
の
全
体
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
様
々
な
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
企
業
・
団
体
・
自
治
体
・

市
民
団
体
等
の
幅
広
い
参
加
形
態
を
用
意
し
て
お
り
、

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
れ
ば
、「
ど
の
よ
う
な

形
で
万
博
に
参
加
出
来
る
の
か
」
を
知
る
こ
と
が
出

世
界
が
１
つ
に
「
つ
な
が
る
」
こ
と
、
協
力
し
合
う

こ
と
、
共
創
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
特
に
強
調
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

基
本
計
画
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
？

　

基
本
計
画
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
万
博
事
業
と

来
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
図
表

１
に
あ
る
よ
う
な
赤
色
の
冊
子
、

全
体
で
１
１
１
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
、
表
紙
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
載
せ

て
い
る
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

『
い
の
ち
』
の
象
徴
で
あ
る
「
細

胞
」
を
表
し
て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
身
を
紹

介
し
よ
う
。

「
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、 

ひ
と
つ
」を
象
徴
す
る 

会
場
デ
ザ
イ
ン

　

建
築
家
の
藤
本
壮
介
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

会
場
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
人
工

島
・
夢
洲
の
南
側
１
５
５
ha
に
１

周
約
２
ｋｍ
、
高
さ
約
12
ｍ
、
幅
約

30
ｍ
の
巨
大
な
大
屋
根（
リ
ン
グ
）

を
建
設
す
る
。
人
々
を
雨
や
日
差

し
か
ら
守
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

す
る
動
線
と
な
る
。
こ
の
大
屋
根

を
結
節
点
と
し
て
、
各
国
の
多
様

な
パ
ビ
リ
オ
ン
を
つ
な
い
で
い
く
。

大屋根（リング）の上を歩く人々 瀬戸内海に沈む夕日を望む会場

基本計画冊子

図表１　�海と空を感じられる会場�
～「多様でありながら、ひとつ」を象徴する会場デザイン～
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バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の
融
合
を
目
指
す

初
め
て
の
万
博

　

ま
た
、
万
博
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
１
つ
と
し
て
、
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）や
Ｖ
Ｒ（
仮

想
現
実
）な
ど
の
バ
ー
チ
ャ
ル
技
術
を
活
用
し
た

「
バ
ー
チ
ャ
ル
万
博
」、
万
博
会
場
の
外
か
ら
会
場
を

視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
万
博
」
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
新
た
な
挑
戦
で
あ
り
、

課
題
は
多
い
が
、
日
本
企
業
、
世
界
企
業
の
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
と
も
「
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
が
融
合
し

た
万
博
」
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

活
動
す
る
多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
募
集
を
開

始
し
た
。
既
に
１
０
０
を
超
え
る
主
体
が
参
加
・
登

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
国
外
に
も
こ
の
取
り
組

み
を
広
め
、２
０
２
５
年
に
向
け
、機
運
醸
成
を
図
る
。

実
践
的
で
優
れ
た
取
り
組
み
は
、
万
博
開
催
期
間
中

に
会
場
内
で『
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』と
し
て
紹
介

し
て
い
く
。
ぜ
ひ
、
テ
ー
マ
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と

Society 5.0

の
達
成
に
向
け
、
活
動
の
発
信
と
共
創

を
進
め
る
仕
掛
け
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

万
博
の
会
場
建
設
費
は
国
、
地
元
自
治
体
、
経
済

界
な
ど
に
よ
る
負
担
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
経
済
界
を
中
心
に
こ
の
取
り
組
み
は
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
、
中
央
経
済
界
の
負
担
に
つ

い
て
の
要
請
が
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
い
環
境
の
中
、
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｅ
の
デ
ィ
ミ

ト
リ
・
ケ
ル
ケ
ン
ツ
ェ
ス
事
務
局
長
は
「
日
本
の
万

博
は
、
企
業
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
素
晴
ら
し
い
」
と
強

調
す
る
。
万
博
へ
の
参
加
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
取

り
組
み
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
万
博
は
依
然
と
し

て
、
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
貢
献
し
、Society 5.0

を
実

現
す
る
日
本
を
世
界
に
見
て
も
ら
い
た
い
。

　

各
国
の
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
期

待
は
極
め
て
大
き
い
。
コ
ロ
ナ
後
の
２
０
２
５
年
に

ぜ
ひ
、
日
本
に
、
大
阪
・
関
西
に
集
ま
っ
て
リ
ア
ル

で
、「
い
の
ち
の
か
が
や
き
」
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
い
う
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

万
博
の
テ
ー
マ
事
業

　

各
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
８
名
の

テ
ー
マ
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー（
福
岡
伸

一
、
河
森
正
治
、
河
瀨
直
美
、
小
山
薫
堂
、

石
黒
浩
、
中
島
さ
ち
子
、
落
合
陽
一
、
宮

田
裕
章
の
各
氏
）を
選
任
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
い
の
ち
」
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
、
建

築
・
展
示
・
催
事
・
映
像
・
バ
ー
チ
ャ
ル

体
験
な
ど
の
多
彩
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ

て
「
か
た
ち
」
に
す
る
。
近
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
構
想
を
発
表
す
る
。
企
業
の
皆
さ
ん

に
は
こ
の
テ
ー
マ
事
業
へ
、
ぜ
ひ
と
も
積

極
的
に
協
賛
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「TEA
M

 EXPO
 2025

」

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

今
や
、
万
博
は
一
方
的
な
情
報
提
供
の

場
で
は
な
い
。双
方
向・イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
形
で
、
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。協
会
で
は
、２
０
２
０

年
10
月
に「T

EA
M

 EX
PO

 2025
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
テ
ー
マ
の
実

現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
等
の
目
標
に
向
け
て

福岡 伸一 
（生物学者、青山
学院大学教授）

いのちを
知る

河森 正治 
（アニメーション監督、
メカニックデザイナー）

いのちを
育む

河瀨 直美
（映画監督）

いのちを
守る

© LESLIE KEE

小山 薫堂
（放送作家・脚本家）

いのちを
つむぐ

石黒 浩
（大阪大学栄誉教授、ATR
石黒浩特別研究所客員所長）

いのちを
拡げる

中島 さち子
（音楽家、数学研究者、
STEAM教育家）

いのちを
高める

落合 陽一
（メディア
アーティスト）

いのちを
磨く

© 蜷川実花

宮田 裕章
（慶應義塾大学

教授）

いのちを
響き合わせる

各界のトップランナー8名が自ら創り上げるテーマ事業

テーマ事業プロデューサー

会場デザインプロデューサー 会場運営プロデューサー

藤本 壮介
（建築家）

石川 勝
（プランナー、プロデューサー）

ⒸDavid Vintiner

〈敬称略〉

図表２　大阪・関西万博プロデューサー
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